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研究成果の概要（和文）：ヒトのオルソレオウイルス感染症は、哺乳類オルソレオウイルス（MRV）やプテロパ
インオルソレオウイルス（PRV）により引き起こされるが、その疫学的知見は少ない。オルソレオウイルス遺伝
子を検出するmultiplex real-time PCR法を確立し、疫学研究を行なった。結果、MRVは、感染者は少ないが、国
内に常在している可能性があった。一方、PRVは、国内には侵淫していないと考えられた。
また、RSウイルス(RSV)について疫学的解析を実施した。結果、大阪市内で検出されたRSVの遺伝子型は、国内で
流行しているRSVの遺伝子型と同様であった。RSV-Bの抗原性は多様化している可能性があった。

研究成果の概要（英文）：Orthoreovirus infection in humans is caused by Mammalian orthoreovirus (MRV)
 and Pteropine orthoreovirus (PRV). Epidemiological studies of Orthoreovirus infection are not 
sufficient. We established a multiplex real-time PCR to detect MRV and PRV genes and conducted an 
epidemiological study of Orthoreovirus infection in Osaka City, Japan. A few patients infected with 
MRV were found, indicating that MRV may be endemic in Japan. On the other hand, no patient infected 
with PRV was found, suggesting that PRV is not invasive in Japan.
We conducted a molecular epidemiological analysis of Respiratory syncytial virus (RSV). The 
genotypes of RSV detected in Osaka City were similar to those of RSV prevalent in Japan. The 
antigenicity of RSV-B might be diversified.

研究分野：疫学研究

キーワード： オルソレオウイルス　RSウイルス　疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
オルソレオウイルス感染症患者の報告数は少ないものの、海外ではオルソレオウイルスに対する抗体保有率が調
べられ、比較的高い抗体陽性率であることが知られている。オルソレオウイルス感染症患者は、診断されずに見
落とされている可能性がある。本研究でオルソレオウイルス感染症の診断にも応用可能なmultiplex real-time 
PCR法が構築された意義は大きい。また、国内におけるオルソレオウイルス感染症の疫学的知見は、感染リスク
を考慮する上で役立つと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 
(1) 哺乳類オルソレオウイルス（MRV）やプテロパインオルソレオウイルス
（PRV）はヒトでオルソレオウイルス感染症（感染性胃腸炎や呼吸器感染症）
を引き起こすことが知られているが、その特徴はほとんど明らかにされてい
ない。オルソレオウイルス感染症患者の報告数は少なく、⽇本ではほとんど
調べられていない。海外では、オルソレオウイルスに対する抗体保有率が調
べられ、⽐較的⾼い抗体陽性率であることが知られている。世界的にオルソ
レオウイルス感染症患者は診断されずに⾒落とされている可能性がある。 

(2) RSウイルス（RSV）感染症は、乳幼児の代表的な呼吸器感染症である。RSV
は、⼀本鎖マイナス鎖 RNA を持ち、複数の遺伝⼦型に分類される。⼤阪市
内でも RSV感染症患者は発⽣しているが、流⾏している RSVの遺伝⼦型や
そのアミノ酸変異の特徴は不明である。 

 
2. 研究の⽬的 
(1) オルソレオウイルスに関する研究 
オルソレオウイルス遺伝⼦の検出系を確⽴するとともに、⽇本における呼吸
器症状患者、および胃腸炎症状患者のオルソレオウイルス感染実態の解明を
⽬指す。 

(2) RSVに関する研究 
⼤阪市内で流⾏している RSV の遺伝⼦型を明らかにする。さらに、抗原部
位である Gタンパク質および Fタンパク質のアミノ酸変異の特徴を⾒出す。 

 
3. 研究の⽅法 
(1) オルソレオウイルスに関する研究 

Real-time PCR 法を構築し、2014 年 1 ⽉−2018 年 12 ⽉に⼤阪市内で採取
され、原因病原体が特定されていない発熱・呼吸器症状患者、無菌性髄膜炎
患者および胃腸炎患者からの検体（合計 873検体）を対象にオルソレオウイ
ルス遺伝⼦を探索した。さらに、オルソレオウイルス遺伝⼦陽性検体を⽤い
て、オルソレオウイルスの分離を⾏った。 

(2) RSVに関する研究 
2014年 1⽉−2018年 12⽉に⼤阪市内で採取され、real-time PCR法により
RSV 遺伝⼦が検出された呼吸器由来 123 検体を対象に、G タンパク質と F
タンパク質のコード領域全⻑塩基配列を決定した。分⼦系統樹解析、ならび



に Gタンパク質と Fタンパク質のアミノ酸変異解析を⾏なった。 
 

4. 研究成果 
(1) オルソレオウイルスに関する研究 

MRVおよび PRVの遺伝⼦を検出するmultiplex real-time PCR法を確⽴し
た。2014年、2015年、2017年に 1検体ずつ合計 3検体（0.3%）からMRV
遺伝⼦が検出された。この 3検体は、胃腸炎を⽰す患者の糞便検体であった。
Vero細胞を⽤いてウイルス分離を試みたところ、全ての検体で Vero細胞の
細胞変性効果が認められ、MRVの増殖が確認された。分離したMRV3株に
ついて、S3遺伝⼦の⼀部塩基配列を決定し、NCBI BLAST検索を⾏なった
結果、中国に⽣息するミンクから分離されたMRVと⾮常に近縁で、その塩
基配列の同⼀性は約 98%であった。MRVは、感染者は少ないが、⽇本国内
に常在している可能性があった。分離したMRV株の全ゲノム解析や性状解
析を実施し、⽇本国内に存在しているMRVの詳細を明らかにする必要があ
ると考えられた。 
⼀⽅、PRV遺伝⼦は、本研究で⽤いた患者検体から検出されなかった。PRV
は、⽇本国内には侵淫していないと考えられた。 

 
(2) RSVに関する研究 

RSV-A 30株、RSV-B 17株の Gタンパク質、および Fタンパク質のコード
領域全⻑塩基配列を決定した。Gタンパク質の C末端側にある第⼆可変部位
を基に分⼦系統樹解析を⾏ったところ、RSV-Aの遺伝⼦型は、ON1型が 27
株（90.0%）、NA1型が 3株（10.0%）で、RSV-Bの遺伝⼦型は、BA9型が
15株（88.2%）、BA10型が 2株（11.8%）であった。2014年から 2018年に
⼤阪市内で検出された RSVの遺伝⼦型は、国内で流⾏している RSVの遺伝
⼦型と同様であることが明らかとなった。⼤阪市内で検出された RSV-A 
ON1型（27株）、RSV-B BA9型（15株）を対象に、G蛋⽩質の糖鎖修飾
部位および F蛋⽩質の抗原部位のアミノ酸変異を解析した。結果、G蛋⽩質
の O-結合型糖鎖修飾部位および F 蛋⽩質の抗原部位のアミノ酸変異は、
RSV-A ON1型の株に⽐べ RSV-B BA9型の株に多く認められた。RSV-Bの
抗原性は多様化している可能性があった。 
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